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地域別 中頸城郡吉ノli町 （参　　考〉V　　潟　　県 備　　　　考
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△8L6 104．1
世 帯　　　　数 △89．9 117．4 昭和56年／45年
入　　　口 密　　度 △81．6 104．｝
第1次産業 100．o 106．G
事業所数 第2次産業 100．6 105．1
第3次産業 101．4 UL8
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い　　　も　　　類 30～3630～36 50 50 50 50
砂　　　糖　　　類 10 10 15～17 15 20 15
菓　　子　　類 30 30 30 30 30 30
抽　　　脂　　　．類 10～13 10～13 15～17 15－20 30 30
豆　　　　　　類 40～47 40－・47 50～60 6⑪ 65～・70 65
緑黄色野菜 50～60 50～60 70 70 70～80 70
その他の野菜 100～n4100～114140－17⑪140～170180～190170～180
果　　　実　　　類 120～135ユ20～135 160 150 160～170150～160
魚　　　介　　　類 30～36 30 65～8265～8290～85 90～・75
肉　　　　　　類 30～36 25～31 55～61 55－｝61 65～60 65～55
卵　　　　　　類 50 50 50－－70 50～65 75～6770～60









































































































摂取不 足 適 量摂取
?
量摂取（50％以下）・ （91～110％） （20玉％以上）
幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期
穀　　　　類 0 o 0 0 o 28．6 0 o 0
い　　も　　類 o 0 0 o 66．7 28．6 222 1L王 0
砂　　糖　　類 11．1 o 14．3 0 1L1 0 o o o
菓　　子　　類 0 11．1 0 0 0 0 88．9 222 28．6
油　　脂　　類 o 0 o 1L1 33．3 14．3 6 o e
豆　　　　　類 hO 0 28．6 55．6 22．2 28．6 0 o ?
緑黄色野菜 o 0 0 1L1 1L1 42．9 0 o
?
その他の野菜 0 0 o 222 11．1 3 王1．1 G e
果　　実　　類 o 0 0 0 1L1 14．3 11．1 0 3
魚　　介　　類 o 22．2 14．3 1LI 0 工乱3 11ユ ? o
肉　　　　類 77．8 22．2 11．1 0 11．1 28．6 0 G q
卵．　　　　類 o o 11．1 44．4 55．6 14．3 0 G 0










































取　不 足 適 量　摂 取
?
量摂 取（50％以下） （91～110％） （151％以上）
幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期 幼児期 学童期 思春期
エネルギー 0 0 o 55．6 44．4 85．7 0 0 0
た　ん　臼　質 ?? o o 55．6 66．7 57．1 0 o o
動物性たん自質 33．3 0 0 1L1 22．2 71．4 0 11．1 14．3
脂　　　　質 o o o 44．4 55．6 85．4 0 0 0
カルシウム o 0 0 44．4 55．6 42．9 0 0 0
鉄 o o 0 33．3 44．4 57．1 o 1エユ 0
ビタ　ミ　ンA
? ? o 33．3 114 14．3 0 55．6 28．5
〃　　B1 0 o G 11．1 1L1 71．4 o 22．2 o
〃　　B2 0 　ヒf 0 222 55．6 57．1 o 11．1 0
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の問題点がみられたが，この対象児の家庭では山羊を飼育し，夏と秋に山羊乳飲用が可能なため，乳
類摂取量は対象児中最も多い。栄養素等摂取量ではカルシウムが充足されている唯一の対象児である
が，動物性たん白質，ピタミソB1およびB2が充足されていなかったのが，学童期・思春期にはいず
れも望ましい摂取状涜になっている。
　No．3（女）：幼児期の体位比率91％から，学童期に身長，体重共に99％に成長し，思春期には体重
比率が113．　5　％と顕著に増加した。幼児期における食品群別摂取量は乳・肉類の充足率が16．O％，
29．3％と低く，次いで緑黄色野菜と穀類のぞ2“Lth：69・　5％e，71．5％であるなど，若干の問題点をもち，
また，栄養素等摂取量は動物性たん白質，カルシウム，鉄，ビタミソB1およびB2が充足されてい
なかったe学童期では動物性食品の充足率がやや低く，したがって，動物性たん白質充足率が90．5％e
であった他は，ほとんどの栄養素が充足されていたが，思春期の摂取状況は充足率の低い項目が目立
つ方であうた。
　No．4（男）：幼児期からやせ型であるが，学童期に身長の推計基準値に対する比率91・9％に対し
て，体重のそれが79．　9％oとやせ型が顕著で，思春期には身長比率が103・　1％，体重比率が89．　4％と長
育が促され，発育パターソが対象児中では個性的である。幼児期においては乳類充足率（14・　3％）は
低いものの，肉類充足率（87．4％）は対象児中では高く，他方，穀類充足率（62・　2％）が低く，薬子
類が目安量の3．9倍摂取され，栄養素摂取量では動物牲たん白質とカルシウムが充足されない摂取状
況であった。学童期，思春期にはエネルギーおよび各栄養素は全て充足され，動物性たん白質，ビタ
ミンAおよびC，さらに学童期はピタミソ81およびB2もそれぞれ多量摂取域に入り，動物性たん
白質比は50劣を凌駕するなt　成長に伴う摂取栄養水準の改善度が顕著であったe
No．5（女）：幼児期の身長比；”’89．　6％，体重比率7ag％の状況から，順調な発育を続け・思春期には
身長比率10α1％，体重比率99・O％に達した。幼児期においては乳類充足率8・3％・肉類充足率25・0％
と低く，栄養素等摂取量では所要量を充足しているのはエネルギー・たん白質およびビタミソCのみ
であった。学童期に至ると全栄養素が所要量を超え，思春期においてもいずれも適量摂取域以上であ
り，動物性たん白質比はそれぞ2z48．　9％，54・　6％と増加するなど・成長と共に望ましい摂取水準に改
善されている。
　No．　6（女）：体位比率は幼児期の90％から学童期に93～95％・思春期に100～114％へ順調な発育を
続け，身長は推計基準値に達し・体重はそれを凌駕している。幼児期において肉類，乳類・卵類の充
足率がそれぞれ3．e％，3・　8％，53・O％と対象児中最低値を示し・したがって・動物性たん白質充足率
（47．　9％）および動物性たん白質比（257％）が同じく最低値であり，充足されているのはエネルギ
ーとビタミソCのみであった。成長に伴い・上記3種の動物性食品の摂取量は増加したが，思春期に
卵類のみが充足され，肉，乳類の充足率は対象児中最低値であるものの，魚介類は幼児期より目安量
を超えて摂取されている。学童期の摂取栄養水準は良好となり・思春期のそれも脂質とピタミソB2
の充足率がやや低値である他は，おおむね良好であった。
　以上をまとめると，豪雪地帯の山間僻地において・日本経済の高度成長の初期から最盛期を経て・低
一σ6一 県立新潟女子短期大学研究紀要　第20集　1983
成長時代に至る蒔代酌推移の中で発育期をすごした小児たちの幼児期の食生活は，その後の学童期お
よび思春期においてどのように変容されていくものであるかについて，7～9名の事例について追跡
調査を試みたのであるが，いずれも成長と共に改善されていた。また，幼児期の体位も，昭和60年に
おける体位推計基準値に対する身長の比率92．　8土3，3％，同じく体重の比率gao±6。0％の状況から，
それぞれ成長と共に増加し，思春期には身長の比率h；　99．　9±2．7％e，体重の比率が104．　0土8，6％にな
った。これら幼児期の摂取栄養水準が，成長に伴って良好となる現象のおおむねは，発育に伴う本能
的な栄養要求の発現と共に，高度成長の恩恵の漫透による食生活環境の改善によるものと推測され，
とくに，学校給食に負うところが大きいように思われる。学校給食の影響については機会を改めて検
討する予定である。
　なお，各事例の変動のプロフィールにはそれぞれ特徴があり，各対象児が家族単位の食生活の中に
あって，供される食物を摂取しつつ，個性的な成長を続けていることがうかがわれ，そこから，個人
栄養の考察において貴重な示唆を得ることができる。これは集団栄養の平均値としての推握からは見
出し難いことである。多数の事例から学ばせていただきたいのであるが，この種の調査への協力は得
難く，したがって研究報告も少ないようである。引き続き，高校生から20歳に至るまで追跡調査を依
頼させていただく予定であり，幼児期から成人までの個人栄養の変動のプPフィールから，栄養教育
上どのような示唆を授けられるであろうか期して待ちたい。
? ?
　幼児栄養をより適確に把握するために，山村の小児7～9名について，その幼児期，学童期おまび
思春期の食物摂取状況を追跡調査し，以下の結果を得た。
　（1）幼児期における食晶群別摂i取パターンの目安量パターソに対する類似性が低く，とくに乳，肉
類充足率が15．　8％，35．　7％で，それらの摂取上の個人差の顕著な，概してやや低位の摂取状況は，学
童期および思春期には目安鍵パターソに類似する方向に改善された。
　｛2）幼児期の動物性たん白質ほか5栄養素の充足率が66．7～94．1％で，充足されているのはmネル
ギー，たん白質，ピタミソAおよびCであるやや低位の摂取栄養水準は，学童期にはエネルギーと各
栄養素が，思春期においてもビタミンB2（94．1％）を除く各栄養素が所要量を充足する望ましい水
準に勢達している。
　（3）幼児期から思春期へ，動物性たん白質比は32．　8％→46．5％→47．　8％，動物性脂質比は26，2％→
43．　2％→43．　4％と変動し，成長と共に．動物性食品の摂取量が増えている。
　（4）各対象児個人の幼児期から思春期への摂取栄養水準の変動のプnフィールは，おおむねは平均
値の示す様稽に包含されるが，それぞれ個性的な特徴を擁していた。
　㈲　対象児の体位の昭孝目60年における体位推計基準値に対する比率の幼児期から思春期への変動
は，r身長について1＃　92．　8圭3．3→97．　5±3．　8－－99．　9±2．7％，体重にr）いては92．　0±6．⑪→92．2土9，　3→
104、o土＆6％であった。
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　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導を賜わりました本学の塚原叡教授に厚く御礼申し
上げます。また，調査の進行上限りないお力添えを賜わりました前吉川町助役・現尾神区長の長沢誠
氏，歴代の区長であられた故長谷川武士氏，故杉田勝平氏，山賀隆二氏・高橋秀雄氏，吉川町立源小
学校長中村市兵衛先生，吉川町立吉川中牽校長渡辺之夫先生，さらに調査対象のご家庭の方K・の昭和
46年より56年に至る長期にわたるご協力に深く感謝申し上げます。
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